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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第87期

第２四半期連結
累計期間

第88期
第２四半期連結
累計期間

第87期
第２四半期連結
会計期間

第88期
第２四半期連結
会計期間

第87期

会計期間

自  平成20年
    ４月１日
至  平成20年
    ９月30日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成20年
    ７月１日
至  平成20年
    ９月30日

自  平成21年
    ７月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成20年
    ４月１日
至  平成21年
    ３月31日

売上高 (百万円) 6,467 3,991 3,704 2,089 13,813

経常利益 (百万円) △85 △875 16 △345 16

四半期(当期)純利益 (百万円) △98 △536 3 △216 △126

純資産額 (百万円) ― ― 4,657 3,967 4,335

総資産額 (百万円) ― ― 17,006 14,757 16,046

１株当たり純資産額 (円) ― ― 524.83 447.41 488.78

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) △11.10 △60.55 0.45 △24.45 △14.24

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 27.4 26.9 27.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △195 71 ― ― △57

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △150 △53 ― ― △281

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △41 △31 ― ― 345

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 1,915 2,295 2,308

従業員数 (名) ― ― 469 459 459

(注)　１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　「潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益」については、潜在株式が存在しないため、記載してお　　　

　　りません。

３　従業員数は、就業人員を表示しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成21年９月30日現在

従業員数(名) 459(111)

(注) １　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は(　)内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載して

おります。 

２　臨時従業員数には、季節工、パートタイマーの従業員を含み、嘱託及び派遣社員を除いております。

　

(2) 提出会社の状況

平成21年９月30日現在

従業員数(名) 338(29)

(注) １　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は(　)内に当第２四半期会計期間の平均人員を外数で記載しており

ます。

２　臨時従業員数には、季節工、パートタイマーの従業員を含み、嘱託及び派遣社員を除いております。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績
当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで
あります。

　

事業の種類別セグメントの名称 生産高(百万円) 前年同四半期比(％)

空調関連事業 1,557 △9.0

サーモデバイス事業 88 △93.1

その他の事業 476 △43.4

合計 2,123 △44.7

(注) １　金額は、販売価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(2) 受注実績
当第２四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで
あります。

　

事業の種類別セグメントの名称 受注高(百万円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(百万円)

前年同四半期比
(％)

空調関連事業 1,869 △0.1 1,160 △13.0

サーモデバイス事業 221 △68.7 2,743 △31.6

その他の事業 516 △39.5 941 △8.7

合計 2,608 △24.1 4,845 △24.0

(注) １　金額は、販売価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(3) 販売実績
当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで
あります。

　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

空調関連事業 1,600 △10.3

サーモデバイス事業 3 △99.7

その他の事業 484 △30.0

合計 2,089 △43.6

(注) １　セグメント間の取引については相殺消去しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３　当社グループの売上高は、事業の性質上、第３・第４四半期連結会計期間の売上高が他の四半期連結会計期間

と比較して多くなる傾向にあります。
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２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動

等又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)

が判断したものであります。

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、昨年の米国発の金融危機に端を発した世界的な景

気後退の影響を受け、輸出産業を中心に深刻な状況に直面することになりました。企業各社の在庫、雇用、

設備投資などの積極的な調整や政府による財政出動などにより一部に好転の兆しも見られ、景気は持ち

直しつつあるものの持続できるかどうか厳しい状況となっています。 

　このような情勢の中で当社グループは、昨年来の急激な企業経営環境の変化に対応しなければならない

ことと、次の段階の目標達成を確実なものとするために、中期経営計画「チャレンジ１（ワン）・２

（ツー）・５（ファイブ）」を１年延長し、今期を最終年として「適正な利益を安定的にあげ続ける体

質の構築」を進めながら、次期中期経営計画に備える期間として取り組んでまいりました。 

　しかしながら、経営環境は厳しく、当第２四半期連結会計期間における当社グループの売上高は、需要低

迷により、全製品にわたり大幅に減少し、2,089百万円(前年同期比△43.6％)となりました。 

　損益面では、原材料費の低減や固定経費削減などの増益要因もありましたが、売上の大幅な減少と操業

度低下による直接原価の悪化の減益要因により、営業損失は336百万円(前年同期は営業利益40百万円)、

経常損失は345百万円(前年同期は経常利益16百万円)、四半期純損失は216百万円(前年同期は四半期純利

益3百万円)となりました。 

                                                         

事業の種類別セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

・空調関連事業

空調関連事業につきましては、「業務用エコキュート」の売上が拡販努力により堅調に推移した

ものの、景気低迷の影響により、特に空調機器製品である「ファンコイルユニット」と「エアハンド

リングユニット」の売上が大幅に減少し、当事業の売上高は1,600百万円(前年同期比△10.3％)とな

りました。

・サーモデバイス事業

サーモデバイス事業につきましては、台湾の液晶パネルメーカー向けの受注・出荷が先方都合に

より延期された結果、売上が計上できず、当事業の売上高は3百万円(前年同期比△99.7％)となりま

した。

・その他の事業

その他の事業につきましては、この事業を構成している鋳造製品は、自動車関連の急激な需要減少

により、橋梁用防護柵、空調衛生設備工事の請負は、景気減速の影響により低調に推移し、当事業の売

上高は484百万円(前年同期比△30.0％)となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ1,289百万円減少し14,757百万円と

なりました。主な要因は、当第２四半期末は前連結会計度末に比べ直近の売上が少ないため売上債権が

1,621百万円減少したことなどによります。

　負債については、前連結会計年度末に比べ921百万円減少し10,789百万円となりました。主な要因は、当

第２四半期末は前連結会計年度末に比べ直近の取入高が少ないため仕入債務が965百万円減少したこと

などによります。

　純資産については、前連結会計度末に比べ368百万円減少し3,967百万円となりました。主な要因は、四半

期純損失536百万円を計上したことによる減少と株価の上昇によるその他有価証券評価差額金の増加170

百万円によるものです。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、第１四半期連結会計期間末に比べ516百

万円増加し2,295百万円となりました。                              

各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。            

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果獲得した資金は548百万円(前年同期は17百万円の支出)となりました。これは主に、売

上債権の減少額858百万円による増加と、税金等調整前四半期純損失355百万円による減少であります。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果支出した資金は30百万円(前年同期は93百万円の支出)となりました。これは主に、有形

及び無形固定資産の取得による支出27百万円による減少であります。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果支出した資金は1百万円(前年同期は2百万円の支出)となりました。これは主に、借入金

の返済による減少であります。
　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は66百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更及び重要な設備計画の完了はありません。

また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,970,000同左 福岡証券取引所
単元株式数は1,000株であり
ます。

計 8,970,000同左 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成21年７月28日
（注）

― 8,970 ― 1,641 △800 1,032

(注)　会社法第448条第１項の規定に基づき、資本準備金を減少し、その他資本剰余金へ振り替えたものであります。
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(5) 【大株主の状況】

平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

三井金属鉱業株式会社 東京都品川区大崎1丁目11番1号 485 5.40

株式会社福岡銀行 福岡市中央区天神2丁目13番1号 418 4.66

株式会社西日本シティ銀行 福岡市博多区博多駅前3丁目1番1号 400 4.45

飯田久泰 福岡市南区 369 4.12

株式会社山口銀行 下関市竹崎町4丁目2番36号 357 3.98

住友商事株式会社 東京都中央区晴海1丁目8番11号 345 3.84

飯田卓子 福岡市南区 298 3.32

西日本鉄道株式会社 福岡市中央区天神1丁目11番17号 291 3.24

大同生命保険株式会社 大阪市西区江戸堀1丁目2番1号 200 2.22

稲田好美 福岡県福津市 198 2.20

計 ― 3,362 37.48
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)　　
普通株式  101,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式8,723,000 8,723 ―

単元未満株式 普通株式　146,000 ― 一単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 8,970,000― ―

総株主の議決権 ― 8,723 ―

(注)　１　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株(議決権の数3個)　　

　含まれております。 

２　「単元未満株式」には当社所有の自己株式598株が含まれております。 

　

　

② 【自己株式等】

平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)　
昭和鉄工株式会社

福岡市東区箱崎ふ頭３丁
目１番35号

101,000 ― 101,000 1.13

計 ― 101,000 ― 101,000 1.13

(注)　この他、単元未満株式が598株あります。　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
　４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 218 235 226 212 199 205

最低(円) 185 215 211 190 190 188

(注)　最高・最低株価は福岡証券取引所におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び前第２四半期連結累

計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第

２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平

成21年４月１日から平成21年９月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しており

ます。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成20年７月１

日から平成20年９月30日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表については、監査法人トーマツにより四半期レビューを受け、当第２四半期

連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成21年４

月１日から平成21年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表については、有限責任監査法人トーマツによ

り四半期レビューを受けております。

　なお、監査法人トーマツは、平成21年７月１日付で有限責任監査法人へ移行したことに伴い、名称を有限責

任監査法人トーマツに変更しております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,295 2,308

受取手形及び売掛金 2,985 4,586

完成工事未収入金 36 57

商品及び製品 295 396

原材料 389 467

仕掛品 1,568 1,495

未成工事支出金 43 17

その他 213 209

貸倒引当金 △8 △15

流動資産合計 7,819 9,523

固定資産

有形固定資産

土地 1,678 1,678

その他（純額） ※1
 1,820

※1
 1,940

有形固定資産合計 3,499 3,619

無形固定資産 85 85

投資その他の資産

投資有価証券 1,567 1,412

その他 1,934 1,562

貸倒引当金 △150 △156

投資その他の資産合計 3,352 2,818

固定資産合計 6,937 6,523

資産合計 14,757 16,046

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,787 2,732

工事未払金 20 40

短期借入金 5,216 5,017

未払法人税等 23 39

その他 907 820

流動負債合計 7,954 8,650

固定負債

長期借入金 795 1,007

退職給付引当金 1,532 1,516

その他 506 536

固定負債合計 2,834 3,059

負債合計 10,789 11,710

EDINET提出書類

昭和鉄工株式会社(E01688)

四半期報告書

13/29



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,641 1,641

資本剰余金 1,994 1,994

利益剰余金 610 1,164

自己株式 △25 △24

株主資本合計 4,220 4,776

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △267 △438

為替換算調整勘定 14 △1

評価・換算差額等合計 △253 △440

純資産合計 3,967 4,335

負債純資産合計 14,757 16,046
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 6,467 3,991

売上原価 5,159 3,566

売上総利益 1,308 424

販売費及び一般管理費 ※1
 1,374

※1
 1,305

営業損失（△） △66 △880

営業外収益

受取利息 2 1

受取配当金 19 20

助成金収入 － 26

その他 29 28

営業外収益合計 50 76

営業外費用

支払利息 56 54

その他 13 17

営業外費用合計 70 71

経常損失（△） △85 △875

特別利益

投資有価証券売却益 0 －

特別利益合計 0 －

特別損失

たな卸資産評価損 44 －

投資有価証券評価損 11 9

ゴルフ会員権評価損 0 －

特別損失合計 56 9

税金等調整前四半期純損失（△） △141 △885

法人税、住民税及び事業税 23 11

法人税等調整額 △66 △359

法人税等合計 △42 △348

四半期純損失（△） △98 △536
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 3,704 2,089

売上原価 2,972 1,744

売上総利益 732 344

販売費及び一般管理費 ※1
 692

※1
 680

営業利益又は営業損失（△） 40 △336

営業外収益

受取利息 1 0

受取配当金 0 0

助成金収入 － 9

その他 14 17

営業外収益合計 15 26

営業外費用

支払利息 29 26

その他 9 9

営業外費用合計 39 35

経常利益又は経常損失（△） 16 △345

特別利益

投資有価証券売却益 0 －

特別利益合計 0 －

特別損失

投資有価証券評価損 11 9

ゴルフ会員権評価損 0 －

特別損失合計 11 9

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

5 △355

法人税、住民税及び事業税 18 7

法人税等調整額 △16 △145

法人税等合計 1 △138

四半期純利益又は四半期純損失（△） 3 △216
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △141 △885

減価償却費 146 138

貸倒引当金の増減額（△は減少） 7 △12

退職給付引当金の増減額（△は減少） △4 16

受取利息及び受取配当金 △21 △21

支払利息 56 54

持分法による投資損益（△は益） △8 △5

投資有価証券売却損益（△は益） △0 －

投資有価証券評価損益（△は益） 11 9

売上債権の増減額（△は増加） 794 1,630

たな卸資産の増減額（△は増加） △766 80

仕入債務の増減額（△は減少） △216 △965

その他の資産・負債の増減額 3 79

その他 5 2

小計 △135 120

利息及び配当金の受取額 21 21

利息の支払額 △58 △51

法人税等の支払額 △23 △19

営業活動によるキャッシュ・フロー △195 71

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形及び無形固定資産の取得による支出 △137 △48

投資有価証券の取得による支出 △1 △0

投資有価証券の売却による収入 0 0

その他 △13 △3

投資活動によるキャッシュ・フロー △150 △53

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1 198

長期借入れによる収入 － 200

長期借入金の返済による支出 △11 △411

自己株式の取得による支出 △1 △0

自己株式の処分による収入 0 －

配当金の支払額 △26 △17

財務活動によるキャッシュ・フロー △41 △31

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △387 △13

現金及び現金同等物の期首残高 2,302 2,308

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,915 2,295
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
　　　当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

　　　　該当事項はありません。

　

【表示方法の変更】

　

当第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

(四半期連結貸借対照表関係)

　前第２四半期連結会計期間において、有形固定資産は一括表示しておりましたが、「土地」が資産総額の100分の

10を超えたため、当第２四半期連結会計期間より、「土地」と「その他(純額)」に分けて区分掲記することとしま

した。なお、前第２四半期連結会計期間の有形固定資産に含まれる「土地」は1,688百万円であります。

 

　

【簡便な会計処理】

当第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１　有形固定資産減価償却累計額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7,713百万円

　

２　受取手形割引高         　　　　  127百万円

 

　３　輸出債権譲渡に伴う遡及義務額　　 383百万円
 

※１　有形固定資産減価償却累計額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7,584百万円

　

 ２　受取手形割引高　　　　　　 　      43百万円

 

　３　輸出債権譲渡に伴う遡及義務額　　　383百万円
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(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金 

　　額は次のとおりであります。 

　　　　　　　　　　　減価償却費 　　　　17百万円 

　　　　　　　　　　　退職給付費用 　　　42百万円 

　　　　　　　　　　　従業員給料手当　　437百万円 

　　　　　　　　　　　発送費　　　　　　174百万円 

　

　２　当社グループでは、事業の性質上、第３・第４
　　四半期連結会計期間の売上高及び営業費用が他の
　　四半期連結会計期間と比較して多くなる傾向にあ
　　ります。 
 

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金 

　　額は次のとおりであります。 

　　　　　　　　　　　減価償却費 　　　　12百万円 

　　　　　　　　　　　退職給付費用 　　　45百万円 

　　　　　　　　　　　従業員給料手当　　436百万円 

　　　　　　　　　　　発送費　　　　　　111百万円 

　

　２　当社グループでは、事業の性質上、第３・第４
　　四半期連結会計期間の売上高及び営業費用が他の
　　四半期連結会計期間と比較して多くなる傾向にあ
　　ります。 
 

　

第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金 

　　額は次のとおりであります。 

　　　　　　　　　　　減価償却費　　　　　8百万円 

　　　　　　　　　　　退職給付費用 　　　21百万円 

　　　　　　　　　　　従業員給料手当　　217百万円 

　　　　　　　　　　　発送費　　　　　　105百万円 

　

　２　当社グループでは、事業の性質上、第３・第４ 
　　四半期連結会計期間の売上高及び営業費用が他の 
　　四半期連結会計期間と比較して多くなる傾向にあ 
　　ります。 
 

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金 

　　額は次のとおりであります。 

　　　　　　　　　　　減価償却費 　　　　 5百万円 

　　　　　　　　　　　退職給付費用 　　　22百万円 

　　　　　　　　　　　従業員給料手当　　219百万円 

　　　　　　　　　　　発送費　　　　　　 63百万円 

　

　２　当社グループでは、事業の性質上、第３・第４ 
　　四半期連結会計期間の売上高及び営業費用が他の 
　　四半期連結会計期間と比較して多くなる傾向にあ 
　　ります。 
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

　  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,915百万円

現金及び現金同等物 1,915百万円

　  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,295百万円

現金及び現金同等物 2,295百万円

　

EDINET提出書類

昭和鉄工株式会社(E01688)

四半期報告書

19/29



(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成21年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　

至　平成21年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 8,970,000

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 101,598

　

　

３　配当に関する事項

　　配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成21年６月25日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 17 2.00平成21年３月31日 平成21年６月26日
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成20年７月１日  至  平成20年９月30日)

　

　
空調関連事業

(百万円)

サーモデバイ
ス事業 
(百万円)

その他の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

1,783 1,227 692 3,704 ― 3,704

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

140 ― 43 183 (183) ―

計 1,924 1,227 736 3,888 (183) 3,704

営業利益又は営業損失(△) △46 124 △41 37 2 40

(注)  １　事業区分は内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な製品 

◎空調関連事業……………ファンコイルユニット、エアハンドリングユニット、ボイラー、 

 　　　　　　　　　　　 バーナー、循環温浴器、空気清浄機等 

◎サーモデバイス事業……液晶表示装置(LCD)製造用の熱処理炉等 

◎その他の事業……………景観製品、空調設備工事、各種鋳物製品等 

３　会計処理の変更 

　　　第１四半期連結会計期間から、「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会　平成18年７

　　月５日　企業会計基準第９号)を適用しております。 

　　 これによる各セグメントの損益に与える影響額は軽微であります。　

　

当第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

　

　
空調関連事業
(百万円)

サーモデバイ
ス事業
(百万円)

その他の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

1,600 3 484 2,089 ― 2,089

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

45 ― 25 71 (71) ―

計 1,646 3 510 2,160 (71) 2,089

営業損失(△) △148 △82 △108 △339 2 △336

(注)  １　事業区分は内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な製品 

◎空調関連事業……………ファンコイルユニット、エアハンドリングユニット、ボイラー、 

 　　　　　　　　　　　 バーナー、循環温浴器、空気清浄機等 

◎サーモデバイス事業……液晶表示装置(LCD)製造用の熱処理炉等 

◎その他の事業……………景観製品、空調設備工事、各種鋳物製品等 
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前第２四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年９月30日)

　

　
空調関連事業
(百万円)

サーモデバイ
ス事業
(百万円)

その他の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

3,598 1,510 1,358 6,467 ― 6,467

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

256 ― 90 346 (346) ―

計 3,854 1,510 1,449 6,814 (346) 6,467

営業利益又は営業損失(△) △102 112 △82 △71 5 △66

(注)  １　事業区分は内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な製品

◎空調関連事業……………ファンコイルユニット、エアハンドリングユニット、ボイラー、

　　　　　　　　　　　　バーナー、循環温浴器、空気清浄機等

◎サーモデバイス事業……液晶表示装置(LCD)製造用の熱処理炉等

◎その他の事業……………景観製品、空調設備工事、各種鋳物製品等

３　会計処理の変更

 　 　第１四半期連結会計期間から、「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会　平成18年７

　　月５日　企業会計基準第９号)を適用しております。

　　 これによる各セグメントの損益に与える影響額は軽微であります。　

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

　

　
空調関連事業
(百万円)

サーモデバイ
ス事業
(百万円)

その他の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

3,010 151 828 3,991 ― 3,991

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

69 ― 61 130 (130) ―

計 3,080 151 889 4,121 (130) 3,991

営業損失(△) △358 △294 △233 △886 5 △880

(注)  １　事業区分は内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な製品

◎空調関連事業……………ファンコイルユニット、エアハンドリングユニット、ボイラー、

　　　　　　　　　　　　バーナー、循環温浴器、空気清浄機等

◎サーモデバイス事業……液晶表示装置(LCD)製造用の熱処理炉等

◎その他の事業……………景観製品、空調設備工事、各種鋳物製品等
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【所在地別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結会計期

間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)並びに前第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１

日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

　

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。

　
　

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自  平成20年７月１日  至  平成20年９月30日)

　 アジア 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 1,043 1,043

Ⅱ　連結売上高(百万円) 　 3,704

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

28.2 28.2

(注)　１　国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２　区分に属する国又は地域 

　        アジア ‥‥‥中国、台湾、韓国 

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

当第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

　 アジア 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 7 7

Ⅱ　連結売上高(百万円) 　 2,089

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

0.3 0.3

(注)　１　国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２　区分に属する国又は地域 

　        アジア ‥‥‥中国、台湾、韓国 

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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前第２四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年９月30日)

　 アジア 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 1,331 1,331

Ⅱ　連結売上高(百万円) 　 6,467

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

20.6 20.6

(注)　１　国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２　区分に属する国又は地域

     　アジア ‥‥‥中国、台湾、韓国 

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

　 アジア 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 15 15

Ⅱ　連結売上高(百万円) 　 3,991

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

0.4 0.4

(注)　１　国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２　区分に属する国又は地域

     　アジア ‥‥‥中国、台湾、韓国 

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

(有価証券関係)

　　当第２四半期連結会計期間末(平成21年９月30日)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

　　当第２四半期連結会計期間末(平成21年９月30日)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　
　

(企業結合等関係)

    当第２四半期連結会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　 447.41円
　

　 　

　 488.78円
　

　

２  １株当たり四半期純利益又は四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第２四半期連結累計期間

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

１株当たり四半期純損失 11.10円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 －

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい
ては、１株当たり四半期純損失が計上されており、ま
た、潜在株式が存在しないため記載をしておりません。

　

１株当たり四半期純損失 60.55円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 －

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい
ては、１株当たり四半期純損失が計上されており、ま
た、潜在株式が存在しないため記載をしておりません。

　

(注)　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

四半期純損失(百万円) 98 536

普通株式に係る四半期純損失(百万円) 98 536

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式の期中平均株式数(千株) 8,877 8,868
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第２四半期連結会計期間

　
前第２四半期連結会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益 0.45円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 －

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい
ては、潜在株式が存在しないため記載をしておりませ
ん。

　

１株当たり四半期純損失 24.45円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 －

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい
ては、１株当たり四半期純損失が計上されており、ま
た、潜在株式が存在しないため記載をしておりません。

　

(注)　１株当たり四半期純利益又は四半期純損失の算定上の基礎

　

項目
前第２四半期連結会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失(△)(百万円) 3 △216

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失
(△)(百万円)

3 △216

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式の期中平均株式数(千株) 8,876 8,868

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月７日

昭和鉄工株式会社

取締役会　御中

　

監査法人トーマツ

　

指 定 社 員
業務執行社員

　 公認会計士　　柴　　田　　良　　智　　印

　

指 定 社 員
業務執行社員

　 公認会計士　　松　　嶋　　　　敦　　　印

　

指 定 社 員
業務執行社員

　 公認会計士　　内　　藤　　真　　一　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている昭和

鉄工株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、昭和鉄工株式会社及び連結子会社の平成20年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年11月11日

昭和鉄工株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

　 公認会計士    柴    田    良    智    印

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

　 公認会計士    松    嶋   　 　敦   　 印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている昭和

鉄工株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、昭和鉄工株式会社及び連結子会社の平成21年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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